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年の HAART（多剤併用療法）の開発から 20年たった今日においても、いまだに HIV 陽性者をと
りまいている偏見や差別をどのように払拭していくことができるのかについて、当事者（LGBT の




























































住連）・人種差別撤廃 NGO ネットワーク（ERD ネット）・のりこえねっと・ヒューマンライツ





































鳥羽美鈴、「L’étude de la richesse culturelle de l’île」、Congrès mondial du Conseil international














年 5月 26日、KU ポートスクエア。
若松邦弘、「不満票のゆくえとイギリス政治」、かわさき市民アカデミー、2017年 10月 30日、川
崎市生涯学習プラザ。
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若松邦弘、「EU 離脱への対応とイギリス政治のジレンマ」、『国際問題』、第 670号、2017年 4月。
若松邦弘、「二〇一七年イギリス総選挙の分析－国際的大都市と鉱工業地帯における支持の乖離」、
『改革者』、第 58巻 8号（通巻 685号）、2017年 8月。
島村恭則、「Folklore in the Midst of Social Change : The Perspectives and Methods of Japanese Folk-
loristics」、『Japanese Review of Cultural Anthropology』18巻 1号、2018年 1月。
島村恭則、「What is Minzokugaku? : An Introduction to Japanese Folkloristics」、『Kwansei Gakuin Uni-
versity School of Sociology Journal』128巻、2018年 3月。
○博物館企画展
荒山正彦、「日中のかけはし－愛新覚羅溥傑家の軌跡－」、展示資料の提供（資料番号 34-49）と監
修、2017年 6月 5日－7月 22日、関西学院大学博物館。
○文化表象班 第 1回研究会（共催ワークショップ）




講演：ファリーバー・アーデルハーフ Fariba Adelkhah（パリ政治学院 研究主任）





























日 時：2017年 5月 9日（火）16 : 50～18 : 20
講 師：鈴木謙介




















深めるため、週 1回の勉強会を開催した。2017年度は 18回の勉強会を開催し、毎回の参加者は 4
～6名であった。
○海外現地調査
調査地：ソウル（韓国）
調査滞在期間：2017年 8月 14日～16日
調査者：鈴木謙介・高原基彰
東アジア地域の中でも外食に対して海外企業の進出のハードルが高いと言われるソウルでの現地
取材を行い、外食産業の実態についてフィールドワークを行った。また当地に留学中の高原基彰の
ガイドにより、当地の社会状況についての現地調査を行った。
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